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第 2 章と第 3 章では、日本語を母語とする吃音者と健常者に観察される同形の非流暢性について比較する。 37名の





第 4 章前半では、この非流暢性の引き金(変数)という考え方の元になった音声移行障害 (Adams & Reis 1978) 
と音節構造仮説 (Wingate 1988) を、後半では吃音者と健常者の非流暢性の要因が同一であるという潜在的修正仮
説 (Kolk & Postma 1977) に触れ、これらの仮説は第 2 章、第 3 章の結論を説明する上で不十分であることを指摘
し、またこの章で音声移行障害の観点から、頭子音を繰り返す非流暢性を調べると無声音から有声音への移行で吃音
が多発している結果も得ている点に注目するo







第 6 章では、英語を母語とする 66名の吃音者から得た、非流暢性サンプル約600例とその背景の連続発話サンフ。ル
3 ， 000例を資料にして、日英語の吃音比較を行なった。非流暢性の分節単位に関して音節の構成要素(頭子音)の単
位が半数近くを占めるものの、日本語の吃音のようにモーラ単位が多数を占める (80%以上)ことはない。しかし、
非流暢性の引き金に関しては、日本語の吃音と同様な傾向が見られるo そして、第 5 章の結論と第 6 章の結果から、
吃音者には音節の構成素を非流暢性の分節単位とする音韻符号化のステージで発生する非流暢性と、特定の引き金で
誘発される調音実行過程で発生する非流暢性が存在するとの結論を導き出している。




第 8 章では、以上の議論をまとめて非流暢性発生の仮説とし、そして Kolk& Postma (1 977) が引用した言語モ
デルには欠けていた音節と音節の構成素の節点を補足して音節の構成素の節点を音韻符号化の最終段階とし、より妥
当性と整合性の高い日本語、英語、中国語の音韻符号化モデルを示して結んでいるo
論文審査の結果の要旨
本論文は、音声学、言語学、心理言語学の知見に基づいて発話の非流暢性の要因に迫ることと発話産出プロセスの
一部を明らかにすることを目的としている。成人吃音者104名、成人健常者290名から録音採取した膨大な資料を駆使
して統計的に比較分析し、非流暢性を多発させている引き金を探索する一方、その背景を探るため音響音声学・生理
音声学的な実験と調査も取り入れ追究した。その結果から、非流暢性の引き金の背後に潜む要因が吃音者と健常者で
は異なっていることを明らかにすると共に、吃音者には喉頭の機能と呼気との連動コントロールに不全があり、それ
が非流暢性の発生に関与していることを示唆した。また、非流暢性の引き金の普遍性と個別性に着目して日本語話者
の他にも英語話者や中国語話者の吃音者による資料も分析し、吃音者には音節構成要素を非流暢性の分節単位とする
音韻符号化のステージで発生するものと特定の引き金で誘発される調音実行過程で発生するものが存在することを明
らかにした。加えて、先行研究のモデルには欠けていた音節と音節の構成素の節点を補足して、音節の構成素の節点
を音韻符号化の最終段階とするなど新たな視点からなる幅広い議論を展開しているo ただ、ここで示された理論をス
ピーチセラピーや発音指導に応用してその効果を検証するまでにはなお課題が残されている o 音節構成要素が問題に
なるのであれば日本語資料の地域差の検証も避けて通れまい。中国語資料については、より多くの資料が必要であろ
う等の問題もあるが、それらは本研究の今後に対する希望であり願いであって、本論文の学位申請論文としての価値
を損なうものではない。
よって、本審査委員会は、本論文を博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する o
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